
【地域学校協働活動推進事業】地域学校協働本部別 実施状況

学　校 0 名

その他 0 名

10/21 教育課程内

(月)

11/12 教育課程内

(火)

11/19 教育課程内

(火)

11/25 教育課程内

(月)

11/28 教育課程内

(木)

12/19 教育課程内

(木)

384 59 12 6 5 29 495

◎主 学習支援 5 回　・　体験活動 0 回　・　地域交流 1 回　・　体力健康 0 回　・　学校支援 0 回

○従 学習支援 1 回　・　体験活動 0 回　・　地域交流 0 回　・　体力健康 0 回　・　学校支援 0 回

※　実施日の（長）は長期休業期間の平日

参加人数合計

実施回数 合計 6 回 （分野分類）

10

9

8

体育館 NPO法人　防災したっけ

7

5 9 132

地域防災フォーラムin北光小
学校

これまでの調べ学習の成果を児童が発表、体験ブースも自
ら作成し地域住民や保護者のような幅広い参加者に発信。
コーディネーターの水口氏の講演も踏まえ、参加者が防災
の重要性を実感するとともに児童らとの交流を深めること
が出来た。

64 52 1 16 ○

70

４年生教室 NPO法人　防災したっけ

64 0 1 1 0 45 ◎

地域防災フォーラムに向けて
見通しを持とう

地域防災フォーラムでの発表に向け、グループでプレゼン
や体験ブースの内容・方法を考える中、紹介したいものを
実際に触ってもらう、見せたい機械は準備できるか等具体
的なアイデアを出し合い発想を膨らませる姿が見られた。

◎

71

実際に避難生活を行う時に備え、簡易トイレや非常食、段
ボールベッドの実演・体験を実施。使い勝手や性能を体感
することで、避難時の行動について考え、日常生活や家庭
での備えへ繋げていく姿勢が見られた。 64 0 2 1 0

東区総務企画課　地域安全担当

4 ◎

避難所TKB体験を通して、備
蓄の要点を考えよう

0 4

応急手当実習・避難持ち出し
袋の中身について考えよう

「もしも」の時に備え、出血時の応急手当や助けの呼び
方、AEDの使用を学習するとともに、非常時の持ち出し袋に
ついて考えた。避難所に行く際の物資や家庭での備えを通
じ、自分にできることを主体的に考える姿勢が生まれた。 64 0 3 13 ◎

4

１階多目的ホール

校区内 NPO法人　防災したっけ

64 7 2 1 0 4

３階ランチルーム NPO法人　防災したっけ

72

1 0 4

学校内 NPO法人　防災したっけ

7264 0

782 ◎

防災まち歩き

地震が起きた際の校区内の危険箇所を地域住民や保護者と
共に歩き、その場所の何が危険なのかを児童が実感的に学
ぶと共に、他の地域関係者も防災に向けた問題意識や連携
を意識することができた。

地
域

教
職
員実施場所 講師／スタッフ・協力者等

1 ◎

校内の防災設備を調べよう

４年生を対象に、総合の時間に防災学習を実施。校舎の防
災設備を事前に学んでおくことで、「もしも」に備えて児
童がイメージを作り、避難者でありつつも主体的に考えら
れるよう、プログラムを実施。次回以降の学習へ向け意欲
が高まっている様子であった。

会議開催 4 回 開催月 8月、10月、11月、12月
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3

ＰＴＡ 0 名

ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ 1 名 NPO防災したっけ代表理事

構成

合　計 12 名 （代表者・コーディネーター含む）

地域住民 12 名 東区総務企画課2、東消防署2、東消防団1、北光小6、NPO防災したっけ代表理事1

本部名 北光小学校　地域連携本部

代表者 出葉　充 （校長）

令和６年度　

学校名 北光小学校 【東区】


